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地
吹
雪

の
風
カ

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た

「風
力

発
電
型
自
発
光
式
視
線
誘

導
灯
」
を
開
発
し
て
い
た

弘
前
大
学
北
日
本
新

エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
所

（青
森
市
）

と
防
一雪
柵
メ
ー
カ
ー

「
日

本
パ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
ス
本

社

・
金
沢
市
）
が
、
今
春

に
も
誘
導
灯
を
商
品
化
す

る
。
２
０
１
０
年
１
～
３

月
に
五
所
坦
原
市
で
行

っ

た
実
証
試
験
の
結
果
を
受

け
て
、
改
良
を
加
え
た
。

こ
の
誘
導
灯
は
、
豪
雪

地
帯
の
地
吹
雪
発
生
時
に

上
で

「ご
迷
惑
を
掛
け
た

こ
と
を
深
く
お
わ
び
し
た

い
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な

事
態
が
再
び
起
こ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
」
と
陳
謝

し
た
。

県
に
よ
る
と
調
査
終
了

は
２
月
上
旬
の
見
込
み
。

（本
間
善
幸
）

弘
大
エ
ネ
研
驚
こ
な
ど
改
良

路
一属
の
位
置
を
知
ら
せ
、

車
の
安
全
走
行
に
役
立
て

る
た
め
に
開
発
し
た
。
防

雪
柵
な
ど
の
上
部
に

「
ロ

―
テ
ー
シ
ョ

ン
フ
ロ
ー

型
」
と
呼
ば
れ
る
直
径
４０

黛
ン
ヽ
高
さ
一
彙
ン
の
円
筒
形

の
風
車
を
取
り
付
け
、
風

車
の
上
の
発
電
機
か
ら
５

基

の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
誘
導
灯
に
電

力
を
供
給
す
る
仕
組
み
。

誘
導
灯
は
風
速
２
層
か
ら

点
灯
し
、
低
風
速
で
は
点

滅
、
風
速
８
メ
か
ら
常
に

点
灯
す
る
状
態
に
な
る
。

発
電
機
は
黒
石
市

の
精

密
部
品
メ
ー
カ
ー

「
Ｕ
Ｎ

L灌 嗜 ]

Ｏ

（ウ
ノ
）
」

（宇
野
禎

倫
代
表
取
締
役
）が
製
造
。

太
陽
光
発
電
も
可
能
で
、

無
風
時
も
夜
間
に
警
告
灯

を
点
減
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

日
本
パ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
担
当
者
に
よ
る
と
、
実

証
試
験
の
結
果
を
受
け
、

よ
り
光
が
強
く
見
え
る
よ

う
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
点
灯
方
法

を
変
更
。
吹
雪
で
も
雪
が

付
着
し
な
い
よ
う
に
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
透
明
な
覆
い
を
付

け
た
と
い
う
。

同
研
究
所
と
同
社
は
２‐

日
、
黒
石
市
の
県
産
業
技

術
セ
ン
タ
ー
入
り
口
近
く

に
、
風
車
２
基
と
誘
導
灯

１０
基
を
試
験
的
に
設
置
し

た
。
風
車
を
開
発
し
た
同

研
究
所
の
南
條
宏
肇
学
長

特
別
補
佐
は

「自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
を
考
え
た
場

合
、
発
電
時
の
エ
ネ
ル
ギ

―
ロ
ス
の
少
な
さ
や
製
造

コ
ス
ト
な
ど
か
ら
、
今
回

の
よ
う
な
小
さ
い
風
車
と

発
電
機
が
有
利
と
分
か

っ

た
」
と
説
明
。
日
本
パ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
高
橋
誠
専

務
は

「地
吹
雪
地
帯
の
誘

導
灯
以
外
に
も
、
強
風
地

所
川
原

わ
明
確
に
連
動
し
て
い

り
‐

′
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帯
の
気
象
情
報
板
や
サ
イ

ン
灯
な
ど
に
も
応
用
で
き

る
」
と
語

っ
た
。

（自
鳥
昌
平
）

―

・

不

◆
八
戸
署
が
傷
害
容
疑

の
男
逮
捕
　
八
戸
署
は
２‐

日
午
後
１
時
４
分
、
傷
害

の
疑
い
で
八
戸
市
下
長
１

丁
目
、
無
職
中
畑
俊
三
容

疑
者
（６６
）
を
現
行
犯
逮
捕

し
た
。
逮
捕
容
疑
は
同
○
時
３５

分
ご
ろ
、
同
市
下
長
４
丁

目
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
駐

車
場
周
辺
で
、
階
上
町
在

住
の
男
性
会
社
役
員
（６５
）

を
背
後
か
ら
突
き
飛
ば
し

て
転
倒
さ
せ
た
後
、
拳
で

数
回
殴
る
な
ど
し
、
顔
に

け
が
を
負
わ
せ
た
疑
い
。

八
戸
署
に
よ
る
と
、
両

者
に
面
識
は
な
く
、
男
性

は

「急
に
突
進
し
て
き
て
、

米
国
史
研
究

猿

谷

要

氏

死

去

米
国
史
研
究
で
知
ら
れ

る
東
京
女

子
大
名
誉

教
授
の
猿

谷
要

（さ

る
や

。
か
な
め
）
氏
が
３ た

訴
訟
で
、
請
求
を
棄
却

し
た
青
森
地
裁
判
決
を
不

服
と
し
受
刑
者
側
が
２‐
日

ま
で
に
、
仙
台
高
裁
に
控

訴
し
た
。
１２
月
２２
日
付
。

突
き
飛
ば
さ
れ
た
」
と
話

し
て
い
る
と
い
う
。

◆
Ｊ
Ｒ
奥
羽
線
、
停
電

と
強
風
で
運
休
相
次
ぐ

Ｊ
Ｒ
青
森
支
店
に
よ
る
と

奥
羽
線
は
２‐
日
、
倒
本
に

よ
り
秋
田
県
内
で
停
電
が

発
生
し
た
影
響
で
、
特
急

と
臨
時
特
急
上
下
４
本
が

青
森
―
大
館

（秋
田
）
間

で
、
上
下
普
通
列
車
３
本

が
弘
前
―
大
館
間

で
区
間

運
体
。
下
り
臨

時
特
急
に

最
大
約
３
時
間
半

の
遅
れ

が
生
じ
た
。

ま
た
、
日
本
海
側
の
強

風
の
影
響
で
臨
時
快
速
上

下
２
本
が
青
森
―
弘
前
間

で
区
間
運
体
と
な
り
、
停

電
と
強
風
で
計
約
３
２
０

人
に
影
響
が
出
た
。

も
親
し
ま
れ
た
。

著
書
に

「ア
メ
リ
カ
黒

人
解
放
史
」

「西
部
開
拓

史
Ｌ
ア
メ
リ
カ
ょ
、
美
し

く
年
を
と
れ
」
な
ど
。
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
も
活

躍
し
た
。
海
外
日
系
人
協

会
常
務
理
事
を
務
め
た
。

州
嘲
‐
劉
劇

（
こ
じ
ま

を
見
た
が
新
味
が
な
い
。

選
挙
カ
ー
の
連
呼
だ
け
が

響
き
、
街
頭
演
説
は
特
定

え

て
い

っ
ユ

多
く
の
一

る
投
票
率
一


